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　水稲品種 コ シ ヒカ リの い もち病対策 として ， 同質遺伝子 系統を使 っ た混植栽培（マ ル チライ ン利

用）の研究が進んで い る。
コ シ ヒ カ リ BL 品種は 、 新潟県で 8 品種 、 富山県で 6 品種が登 録申請され

てお り、 環境に配慮した水稲栽培が検討 されて い る。無農薬 ・無化学肥料に よる水稲栽培は理想型

栽培形態の
一

つ と考えられるが 、 実際面で の 課題も少なくない
。 本研究で は、蜜山県農業技術セ ン

ター内の 無農薬 ・無化学肥料水稲栽培圃場にお い て栽培された コ シ ヒ カ リ富山 BL 品種の 根系生育

と収量性につ い て検討 した 。 また 、 標準的な栽培区の コ シ ヒ カ リお よび多収穫 コ シ ヒ カ リ（伊那市）

と対比 させ て 、 無農薬 ・無化学肥料栽培 した コ シ ヒ カ リ富山 BL 品種の 多収の 可能性につ い て も検

討 を加 えた。

（材料お よび方法）： 2002年に窟山県農業技術セ ンター内の 圃場におい て 、黒色再生紙マ ル チを用

いた移植栽培を行 っ た 。 移植日は 5月 13 同である。 試験区は 、 堆肥 （2t ／10a）＋有機肥料区 、 有

機肥料区、無肥料区お よび対照区とした。有機肥料として有機ア グレ ッ ト674 号を用い た 。 対照

区としては 、 富山県農業技術セ ン ター内の 三要素試験区の コ シ ヒ カ リを用 い た。 また、多収事例 と

して長野県伊那市の農家 （春目氏）圃揚の コ シ ヒカ リのデータを用いて比較検討 した。 根系調査は

出穂期および収穫期の株間にお い て、コ アサン プル 法 （φ　53mm 、　D400mm ）を用い て実施 した。

また
、

土壌か らの Rb 吸収量を出穂期 （8／4）に測定し、根の生理活性を示す指標として評価 した 。

収量お よび収量構成要素を調査 した の ち 、 食味成分分析計 （ケ ッ ト、 AN ・800） を用い て玄米と精

白米の食味成分含有量を測定 した 。

（結果および考察）：出穂期お よび収穫期の根乾重の 土壌中階層分布 を第 1 表 と第 2 表に示 した。

コ シ ヒ カ リ富山 BL 品種の 処理区間におい て、出穂期の 土壌各階層 （1（沁鵬 間隔）の 根重および総

根重に有意な差は認められなか っ たが 、 多収を示す伊那の 根系よ りコ シ ヒ カ リ冨山 BL 品種の根重

は有意に少なか っ た 。 収穫期の 根重は処理間に有意差が認められ、堆肥＋有機区の 20〜 3（  1 階層

における根重が他の処理区より有意に多か っ た。 伊那の 水稲根重は出穂期 と同様に有意に多か っ た。

出穂期の株間 5  下及び株直下 20cm 下におけるRb吸収量／株を第 3表に示 した 。 対照区では株

間 5cm 下より株鷹下 2（辷m 下で の 劭 吸収量が有意に大きかっ たが、コ シ ヒカ リ密山 BL 区では

Rb 注入場所の 違い に よる有意差は認め られなか っ た。 株間 5cm 下の Rb 吸収量は対照区で 有意に

小 さい こ とか ら、堆肥または有機肥料を施用する こ とに よ りコ シ ヒ カ リ富山 BL の根系全般にわた

る根の 生理活性が高くなる こ とが示唆された 。 収量は無肥料区を除き標準的な値（伊那は多収）を示

し（第 4a表 、 第 4b 表）、食味評価（第 5表）も良好で あ っ た 。 第 1 図に収量と根重との 関連性 を示 し

た。根系解析の 立場に立てば、無農薬 ・無化学肥料栽培した コ シ ヒ カ リ富山 BL の 根系生育を 、 多

収を示 すとされ る根系の様相へ 近づ けるこ とに よ り、収量の増加は可能で あると考えられた 。

本研究の
一

部は、文部科学省科学研究費 （課題番号 11660015）に よ り実施 した。
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第 1図　収穫期に おけ る総根1 と
　　　　収量 との 関係
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